
区分 単位 1単位

科目名 時間数 15時間

講師名 履修学年 2年次

概要

学習目標

回数 授業形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 筆記試験（45分） 試験

使用教科書・教材・参考書

系統看護学講座　別巻　リハビリテーション看護　医学書院

成績評価の方法

筆記試験　100％

備考

全て合同講義

　

授業内容

専門基礎分野

治療論Ⅱ

非常勤講師

リハビリテーションの概念を理解し、疾病によって起こった障害に対し、人間が

生活する上で最大限の機能を発揮できる専門的治療の基礎知識を学ぶ。

１．リハビリテーションの概念が理解できる。

２．疾病によって起こったさまざまな障害に対するリハビリテーションの概要が

　　わかる。

リハビリテーションの実際

・摂食および嚥下障害　・視覚障害　・高次脳機能障害

・ノーマライゼーション　・バリアフリー

・ユニバーサルデザイン

学習内容

リハビリテーションの基本的な考え方

チームで取り組むリハビリテーション

～リハビリテーションにおける評価～

リハビリテーションの実際

・脳血管疾患

リハビリテーションの実際

・運動器　・脊髄損傷　・切断　等（自動運動・他動運動の演習含

む）リハビリテーションの実際

・循環器　・呼吸器


